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【文献の記載例は以下をご参照ください】
(ア) 文献引用順に番号を付し、下記の形式に従って記載してください。著者名は2 名までは連記、3名以上は筆頭著者のみとし、共著者は「他」「et al」を用い省いてください。サブタイトルは、ダーシで囲む形式に統一してください。論文文献は以下の形式にしてください。
著者氏名：題名．誌名巻：頁，発行年．
例
篠原あさの他：セツキシマブ併用放射線治療後にニューモシスチス肺炎を来した1例．日耳鼻119：204-209，2016．
Murakami D et al：Effect of short-term oral immunotherapy with Cry j 1-galactomannan conjugate on quality of life in Japanese cedar pollinosis patients − A prospective, randomized, open-label study−. ANL 43：50-55, 2016.


(イ) 単行本は、下記の形式にしてください。
著者氏名：章題名．本題名．編者名，頁，出版社，出版社所在都市，発行年．
例
中川尚志・小宗静男：難治性中耳炎．症例から見る難治性疾患の診断と治療1．耳科領域編．加我君孝監，小林俊光他編，1-14 頁，国際医学出版，東京，2011．
Pickles JO：The physics and analysis of sound. In：An introduction to the physiology of hearing, 4th edn. pp1-10, Emerald Group Publishing Limited, United Kingdom, 2012.


(ウ) 欧文誌の略称はIndex Medicusに準じてください。


(エ) ホームページの引用の場合、著者名：タイトル．引用元のURL（確認した日付）の順としてください。
著者名：タイトル．引用元のURL（確認した日付）
例
日本耳鼻咽喉科学会調査委員会：耳鼻咽喉科医師数に関する全国調査．
http://www.jibika.or.jp/members/iinkaikara/ishi-tyousa.html (2016.4.3)


(オ) 受理されているが、未掲載の論文の参照には、著者氏名：題名．誌名の後に「（印刷中）」または「（in press）」と記載してください。また、そのような論文を引用する際には、その論文が受理されたものである証明（コピーで可）を同封または添付してください。


(カ) 投稿はされたが、まだ受理されていない論文からの情報については、その情報源からの承諾を書面で得た上で、本文中に「未発表所見」または「unpublished observation」と明記してください。




図表の説明
※図表は、論文とは別ファイルにしてシステムにアップロードください。
図1　タイトル
説明

図2　タイトル
説明

表1　タイトル
説明

表2　タイトル
説明



英文抄録（200 words 以内）



1


